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≪博士論文要旨および審査報告≫
櫻庭太一　インターネット文化論
-その変容と現状-
-学位請求論文-
Ⅰ　論文要旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 櫻庭太一
本論は,現代の国内におけるインターネットの普及状況とその内部におけるユ
ーザー活動(論内では｢インターネットコミュニティ｣と呼ぶ)を傭轍し,合わ
せてそれらの活動,また検索機能の充実, Wikiサイトをはじめとした情報の編
集や収集に適したサービスが登場したことで,そのデータベース的特性をより明
確にしつつある現在のインターネット環境の変容が創作,文学活動にどのような
影響を与え,将来的にメディアとしてどのような相互関係を構築しうるのかを論
じた｡
まず第1章では｢Web2.0｣というキーワードとその概念の紹介とともに,そ
れが現代のインターネットのあり方,利用法のどのような側面を指したものであ
るのか,そしてその本質とは何なのかについて紹介を行なった｡
続く第2章では,パソコン通信コミュニティから2ちゃんねる等インターネッ
ト以前,あるいは普及初期から存在する(した)コミュニティの活動のほか, You一
山be,ニコニコ動画の2例にわたる動画共有サイト,またブログ, SNSなど近
午(主に2000年以降)注目されるようになった比較的新しいコミュニティについ
て取り上げ,これらの活動を通史的に追うことで｢インターネットのデータベー
ス化｣をより明確に描き出し,その中で何が課題となっているかを,主に他メデ
ィアとの関わりに視点を置いて論じた｡
第3章では前掲の｢インターネットのデータベース化｣をもっとも明確な形で,
またそれが抱える問題点をもっとも具体的な形で体現しているインターネットコ
ミュニティである｢Wikipedia｣の活動とその実態を取り上げた｡同プロジェク
トは無料百科事典作成プロジェクトとして類例の無い成功を収めると同時に,檎
索サービスとの結びつきや簡易なユーザー参加方法を採用する等,第1章で紹介
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した｢Web2.0｣,つまり今日のインターネット利用のあり方をもっとも端的に示
す成功例として,その存在感を著しく拡大させている｡その技術運営と利用,編
集方法の実際を取り上げその成功要因を分析した｡同時にそのあまりにも急速な
成長と｢情報源(ソース)｣としてのプレゼンスの増大は, Wikipediaの内部に
蓄積される情報の信頼性や,検索サービスと結びついた高速かつ大量の情報流通
の持つ意味や責任,そしてそれが破綻した(信頼件を揺るがすようなケースが発
生した)場合の影響もかつてないほどに増大させている｡本論では具体的なケー
スを挙げつつ, Wikipediaが抱える課題について論じた｡同時にそれらの問題点
解決の手法を模索する他のインターネット百科事典プロジェクトを取り上げ,そ
れらが目指す方向性,またそれゆえに抱える限界や問題点について分析した｡
第4章では｢ケータイ小説｣コミュニティを分析対象としている｡ここでは携
帯電話という現在我々の生活に広く浸透した電子機器を媒体とした小説作品とし
て若年層を中心に強い支持を受けている一連のケータイ小説,その中でも特にコ
ミュニティサイト｢魔法のiらんど｣から登場した『恋空』という作品を中心に
取りしげつつ,ケータイ小説の文体,内容面での特徴から,それらの作品を読者
がどのように受容しどのような点が支持されているのかを分析した｡併せて,ケ
ータイ小説をめぐる批評,批判の中によく見られる｢内容,表現がステロタイプ
(陳腐)である｣ ｢小説として幼稚｣といった"欠点"を,ケータイ小説を生み出
していコミュニティと出版をはじめとした外部メディアとの関わり方に起因する
ものと推定し,その視点からケータイ小説の作品群が持つ脆弱性,そして同ジャ
ンル全体の迷走について検討,言及した｡
第5章では, 1章から4章までの総括とともに,現在のインターネット上で起
きている(あるいは起きつつある)変容の本質が,各章において確認してきたよ
うにインターネットそれ自体の大規模データベース化とそのデータベースを検索
機能を使って高速かつ横断的,網羅的に利用できる環境が整ったということに他
ならないということ,またそのデータベース化は一つのサイト,一つのサービス
によって独占的に行われたものではなく, Wikipedia, Blog, SNS,動画共有サ
イト等,今日のインターネット変容の中核となっているサービスの登場とその中
に形成されたユーザーによる人的集団,すなわち｢インターネットコミュニティ｣
によって構築されてきたという点を述べた｡無論2ちゃんねるを筆頭とする従来
のコミュニティも,引き続き有力なコンテンツ生産者ではありつづけるが,これ
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までのような｢単一一の巨人なコミュニティ｣ではなく,より細分化された小～中
規模のコミュニティとして再編され,その活動の場も掲示板, Wikiサイト,あ
るいは動画共有サイトと細分化されていくことになると思われる｡
またこうした変化に伴い,現在のインターネットコミュニティにおける創作活
動の中には,外部メディアによって作成,蓄積されたコンテンツが利用されてい
るものも決して少なくないこと,逆にインターネットコミュニティによって蓄積
されたコンテンツが外部メディアによって利用される機会もこれまで以上に増え
ることは確実であり,相互のスムーズな連携,利用を促進するための対応が急が
れる｡
インターネット上における文学環境の熟成とは,かつてのビジョンのように｢電
子書籍｣,すなわち紙媒体の書籍をそのまま置き換える形ではなく,インターネ
ットの｢情報データベース化｣によってなされようとしている｡
そこから今後どのような創作物を生み出し,インターネットというデータベー
スをどのように育てf:_げていくのか｡それが｢これからのインターネット｣そし
て創作環境への課題となるであろう｡
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Ⅰ　審査報告
(主査)専修大学文学部教授　　柘植　光彦
(副査)専修大学文学部教授　　高橋　龍夫
(副査)専修大学文学部教授　　川上　隆志
本論文は,インターネット文化の出発と発展と現状について,特にインターネ
ット･コミュニティのさまざまな展開に重点を置いて, 5章に分けて論じたもの
である｡
全体の構成は,凡例･目次･序論･本論(全5章)という形式を取っており,
各章ごとにきわめて詳細な注釈や図表が付されている｡全体の分量は, 400字詰
め原稿用紙に換算すると,約350枚に当たる｡
まず｢はじめに-インターネットにおけるコミュニティの存在｣では,本論文
がインターネット･コミュニティの考察を軸としたインターネット文化論である
ことを明らかにするとともに,インターネット･コミュニティの定義を述べてい
る｡
第1章｢現代のインターネット変容- 『Web (ウェブ) 2.0』の概念が生み出
したもの｣では, ｢Web2.0｣と呼ばれる21世紀の発達したインターネット環境を
分析し,それが｢Webl.0｣と呼ばれる2000年ごろまでの環境と大きく異なって
いることを,具体的な実例をあげながら論じ,創作環境の変化にもふれている｡
第2章｢日本におけるコンピュータ･ネットワークの発達とコミュニティの形
成｣では,パソコン通信のスタートとその内部の共同性, 1990年代末のインター
ネット環境の整備による巨大掲示板の登場, 2000年以降における動画共有サイト
やSNS (ソーシャル･ネットワーク･システムズ)におけるコミュニティの特
性,などについて詳しく論じている｡
第3章｢『Wikipedia』の現状と問題点｣では,アメリカに本拠を置くWikimedia
財団による2001年以降の世界各地での開設状況と,それが書籍による百科事典と
どのように異なるかを述べ,その利用の実際を図によって示している｡またその
技術的背景や,運営機関の実態を分析した上で,成功要因や,問題点を論じてい
る｡さらにWikipediaに類似するいくつかのネット上のプロジェクトについて,
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それらの特性を述べ,インターネット百科事典のあり方について論じている｡
第4章｢ケータイ小説コミュニティとその作品一迷走するコミュニケーション
･ツールとしての小説｣では,まずケータイ小説の登場と発展について述べ,特
に最近大ヒットした美嘉の『恋空』を詳しく分析している｡さらにケータイ小説
全体の創作や受容の特色を論じた上で,その一般的傾向や限界について述べてい
る｡
第5章｢現代のインターネット変容とその本質｣は結論である｡ここでは,そ
れまでに論じてきたインターネット･コミュニティ,すなわち,ケータイ･コミ
ュニティ,巨大掲示板,動画共有サイト, SNS, ｢Wikipedia｣などを比較した上
で,それぞれの特色をまとめている｡さらに,今後のネット上の創作環境の課題
についてもふれている｡
注記が詳細で厳密であり,図表が豊富に挿入されていることも,本論文の特色
で,同時代の評価や先行文献についても,ほぼ完全に網羅している｡
以下に本論文の各章の内容と評価について述べる｡
｢はじめに-インターネットにおけるコミュニティの存在｣は,全体の序論で
ある｡
まず, TVドラマ｢スター･トレック｣の未来社会のイメージをエピソードと
して紹介し,インターネットがどれだけ発達しても,完全に人間と代替すること
はできない,という一般的な見解を提出する｡それでは,インターネットは非人
間的空間なのかという疑問-の,回答の試みとして,本論文では特にインターネ
ット･コミュニティを取り上げて考察していく,としている｡
インターネット･コミュニティの定義としては,次の3点があげられている0
1,活動環境がインターネット･サービス上にある｡
2,帰属意識をもつ集団で構成される｡
3,サービスやソフトウェアやコンテンツの拡大･充実に向けて活動する｡
第1章｢現代のインターネット変容- 『Web (ウェブ) 2.0』の概念が生み出
したもの｣では, ｢Web2.0｣と呼ばれる現在のインターネット環境の分析と評価
を行なっている｡
第1節｢『Web2.0』の登場｣では,ほぼ2000年から2005年ごろにかけて大きく
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変化したインターネット環境を表わすための用語として, 20世紀までの環境を1
ランク超えたという意味で｢Web2.0｣が使われると解説している｡そしてこの
用語の出典や,そこに含まれる新しいテクノロジーとしての,ブログ,巨大掲示
板, SNS (ソーシャル･ネットワーク･システムズ), Google, Wikipediaなど
の登場にふれている｡
第2節｢『Web2.0』の技術的実例とその展開一検索サービスとの連携｣では,
ⅩMLというプログラム言語(メタ言語)の開発によるブログ･サービスの成立
によって,個人によるウェブサイトの構築が容易になったことを例としてあげな
がら, ｢Web2.0｣的とされるウェブ･サービスの特徴を4点にまとめている｡
1,作成や操作が容易である｡
2,汎用性の高いテクスト･データを用いることで,情報の再利用がしやすい｡
3,既存の環境でそのまま利用できる｡
4 ,既存の技術の組み合わせで構築されている｡
以上の点は｢Web2.0｣とそれ以前の環境を表わす｢Web1.0｣とを比較した図
表によってさらに詳細に示されている｡
さらに具体的に検索サービスの比較も行なっている｡ ｢Webl.0｣的なYahoo !
の検索サイトと, ｢Web2.0｣的なGoogleの検索サイトの比較である｡特にここ
では, Googleにおけるページ･ランクの技術があげられている｡そして,デー
タベース環境としての｢Web1.0｣から｢Web2.0｣ -の変化は,線型の検索から
網羅型の検索への変化だとしている｡
第3節｢インターネットのデータベース化と創作･文学環境の変化｣では,ハ
イパーテクスト化した小説の書き方･読み方について, ｢Webl.0｣から｢Web2.0｣
への変化を述べている｡
ここでは例として,井上二夢人の1999年のウェブ小説『99人の最終列車』をあげ
ている｡そして,この試みがその後発展しなかったのは,作家も出版社も｢Web
2.0｣の展開を予測できなかったため,コンテンツの量が貧弱だったからだとし
ているo
以上の第1章においては, ｢Web2.0｣すなわち現在のインターネット環境を,
検索サイトの発達など具体的な例をあげながら明確に論じている｡技術的な問題
の詳細については,注記によって述べている｡こうした立論の鮮やかさと,論旨
の明確さ,表現の的確さは,評価に値すると判断する｡
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第2章｢日本におけるコンピュータ･ネットワークの発達とコミュニティの形
成｣では,パソコン通信の内容と共同性について考察し,さらにその後の｢Web
2.0｣におけるインターネット環境の発達と,コミュニティの急速な変化につい
て述べている｡
第1節｢パソコン通信の時代からインターネット普及まで｣では, 1983年ごろ
にスタートし, 90年代初めごろにピークに達したパソコン通信の特徴を分析して
いる｡電話回線を使用するために高価であり,またパソコンの普及度が低かった
ために参加者が限られたこと,内容的には文字中心の情報交換であったことなど,
情報環境としては現在よりもレベルが低かったが,まとめ役(システム･オペレ
ーター)が必要であり,匿名性が低いために,一定の共同性が生まれたという点
では,現在のSNSの先駆的役割を果たしたこと,などが述べられている｡
第2節｢1990年代末期のインターネット･コミュニティと2ちゃんねるの登
場｣では, Windows95, Windows98の登場によってインターネット環境が整備さ
れ,それにともなって｢2ちゃんねる｣などの巨大掲示板が登場したことについ
て述べている｡ ｢2ちゃんねる｣が,オフ会(参加者の会合), AA (アスキー･
アート),フラッシュ･ムービーなどの自然発生によって,常連参加者(｢2ちゃ
んねら-｣ /略して｢ねら-｣)による一定の共同性を生み出していったことが
詳述される｡
第3節｢『電車男』に見られるインターネット･コミュニティと作品のメディ
ア展開｣では, ｢2ちゃんねる｣の1つのスレッドで話題になり盛り上がった実
話タイプの話が,掲示板全体の話題へと広がり,これに目をつけた出版社による
書籍化,さらには映画化にまで進んでいった状況が述べられる｡そしてそれ以後
に掲示板上に類似した物語やネタ(事実を装った話題)があふれるという,一種
の疑似的な創作活動が盛んになっていったようすが説明される｡
第4節｢2000年代以降一動画共有サービスとSNSサイト｣では, 2004年にア
メリカで開設された｢YouTube｣と, 2006年に日本で作られた｢ニコニコ動画｣
という,二つの巨大な動画投稿サイトについて分析し, ｢ニコニコ動画｣のほう
が,コメント投稿機能などによってサイト内の共同性が高く,一種のSNSとし
て機能している,ということを述べている｡
第5節｢SNSにおけるコミュニティ｣では, SNS (ソーシャル･ネットワーク
･システムズ)の一般的な内容について説明し,それが,ウェブサイト,巨大掲
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示板,ブログなどの機能を組み合わせた,きわめて｢Web2.0｣的なシステムで
ある,ということを述べている｡
第6節｢『mixi』の展開と意義｣では,日本最大のSNSであり,公称1500万人
の参加者を擁するとされる｢mixi｣について, 2004年のスタート後にこのように
急速に巨大化した理由を分析している｡その理由としては,参加者からの招待メ
ールがないと新しい参加を認めないこと,満18歳以上の者しか参加を認めないこ
と,サイト内のコミュニティの多様化,足跡機能(アクセス履歴)の個人化,荒
らしの防止対策などによって,利用が便利であるとともに,安心感を与えるネッ
トワークとして成立している,ということがあげられている｡しかし, 2008年12
月から, ｢mixi｣は招待メール制の廃止と年齢の引き下げ(満15歳以上)を打ち
出したため,今後の展開は下降線をたどるのではないかとも予測されている｡
以上の第2章においては, ｢Web2.0｣の状況下での日本のインターネット･コ
ミュニティについて詳しく分析し,それが一つの新しい｢文化｣を形づくってい
るとする説得力のある論を構築している｡実際のパソコン画面の写真や,各種の
図版も,論点を補強するのに役立っている｡
第3章｢『Wikipedia』の現状と問題点｣では,現在世界中で広く利用され,イ
ンターネット文化の一翼をになっているインターネット百科事典｢Wikipedia｣
について,その成立や技術的背景や製作状況について分析している｡
第1節｢Wikipediaの概要｣では, 2001年にアメリカで開設されて以降, 2008
年には253言語のサイトに発展した世界的な現状と, 2003年の開設以降の日本語
版の発展について概観している｡さらに日本語版については,時事的な話題やサ
ブカルチャー的な話題をすばやく収録する同時性において,書籍の百科事典より
も優れていると分析する一方,現在約1万5千人にのぼる登録ユーザーがボラン
ティアで項目執筆をしているため,内容が未熟だったり偏向したりしている項目
もあって,信頼性や中立性に疑問がある場合も多い,という問題点もあげている｡
第2節｢Wikipedia利用の実際｣では, ｢Wikipedia｣の利用方法の実際を｢専
修大学｣という項目を例にあげながら,図版によって解説している｡
第3節｢Wikipediaの技術的背景と初期の展開｣では,このプロジェクトのた
めに作られたソフトである｢Wiki｣の特色について述べている｡管理者権限が
ないため,個人的に画面をレイアウトしたりリンク付けをしたりすることが容易
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にできるということを, ｢専修大学｣の画面を使って具体的に説明している｡
第4節｢創始と運営機関｣では,アメリカのフロリダ州に本拠を置く非営利団
体のWikimedia財団による2001年以降の世界各地での開設状況について述べて
いる｡
第5節｢Wikimedia財団および各プロジェクトの運営構成｣では,このプロジ
ェクトが,アメリカ政府や企業,研究機関などの寄付によってまかなわれている
ことと,各言語別の組織が存在しないことを述べている｡したがって, ｢日本語
版Wikipedia｣という組織も代表者も存在しないという,自治の形態をとってい
ることが説明されている｡
第6節｢Wikipediaの成功要因｣では,このサイトの利便性があげられているo
どんなマイナーな項目も立てることができること,登録ユーザーの中での査読や
訂正やコメント付けが簡単であることなどである｡また利用者を参加させるよう
な特定の｢場｣をもたないため,掲示板やSNSのような共同性が希薄であるこ
とも成功要因の一つにあげられている｡
第7節｢Wikipediaの抱える問題点｣では,信頼性と著作権問題について述べ
ている｡意図的な誤情報の掲載や,他の著作物や事典などの丸写しといった点で
ある｡この解決策として,項目執筆の執筆者名を必ず入れることなどが提案され
ている｡
第8節｢Wikipediaと類似プロジェクトー先行者としてのNupediaと試みとし
てのCitizendium｣では,他のインターネット百科事典について述べている｡ ｢Nu-
pedia｣は,記事の信頼性を高めるために,執筆者を博士号取得者に限定し, 7
段階もの査読制度を設けたが,掲載の遅れと項目数の頭打ちという事態に見舞わ
れて閉鎖に至った｡ ｢Citizendium｣は,編集･査読担当者と執筆者を分け,執筆
者のキャリアを低くしたことで継続できている,といったことが｢Wikipedia｣
との比較によって論じられている｡
第9節｢Wikipedia以降のインターネット百科事典のあり方について｣では,
｢Wikipedia｣の信頼性を高めるための提案が行われている｡すなわち,執筆者の
実名または固定ハンドルネームの掲載と,既存の研究機関との提携である｡特に,
大学や研究所や公共機関などと提携すべきだとする提案は,現実的であり,きわ
めて興味深いといえる｡
以上の第3章においては,現代のインターネット文化を代表するシステムの---A
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つである｢Wikipedia｣の分析が詳細に行われている｡指摘されている問題はき
わめてリアルである｡また,具体的な提案を行なっている点も評価に債する｡
第4章｢ケータイ小説コミュニティとその作品一迷走するコミュニケーション
･ツールとしての小説｣では,ケータイ小説の定義や,その登場と発展について
述べ,現代の創作環境がインターネットによって大きく変化しつつあるというこ
とを述べている｡
第1節｢『ケータイ』で読む『小説』｣では, 1999年のiモード登場以降の携帯
電話における情報環境の変化について述べ,パソコンと比較した場合の利便性や
経済性にも言及している｡いわゆるケータイ小説については,その定義を述べ,
最初期のヒット作品｢DeepI,ove｣の内容を分析している0
第2節｢『魔法のiらんど』とケータイ小説『恋空』の概要｣では,最大のケ
ータイ小説サイトで, 110万本の作品を収容している｢魔法のiらんど｣につい
て述ベ,このサイトが生んだ近年の大ヒット作品である美嘉『恋空』を分析して,
このジャンルにおける作品のテーマ･キャラクター･ストーリー･スタイルなど
の特性を導き出している｡この携帯サイトの画面を写真で授示して,具体的に解
説している｡
第3節｢ケータイ小説への評価とまなざし｣では,ケータイ小説に関するさま
ざまな批評を考察している｡批評では｢稚拙｣というネガティブな評価が中心に
なっていることが指摘されている｡
第4節｢ケータイ小説の傾向とその『限界』｣では,筆者自身によるケータイ
小説評価が述べられている｡実話であるという虚構,ステロタイプな感情表現,
ステロタイプな悲劇,膨大な鏡舌,アンバランスな記号･絵文字,受けをねらう
だけのモチーフ,といったネガティブな評価である｡ケータイ小説の読者の多く
が一般の女子中学生･高校生である,という枠から抜け出せない点に,このジャ
ンルの限界を見ている｡
以上の第4章においては,インターネット文化の一つの表れであるケータイ小
説について分析し,むしろその可能性よりは限界に注目している｡ここでは材料
を豊富に駆使して,説得力のある分析を行なっている｡
第5章｢現代のインターネット変容とその本質｣は結論である｡ここでは,そ
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れまでに論じてきたインターネット･コミュニティ,すなわち,ケータイ･コミ
ュニティ,巨大掲示板,動画共有サイト, SNS, ｢Wikipedia｣などを比較した上
で,それぞれの特色をまとめている｡
第1節｢各コミュニティの展望｣では,これまでに論じてきた各コミュニティ
の比較を行なっている｡ケータイ･コミュニティは発展性に欠けるとし,巨大掲
示板はすでに役割を終えつつあるとしている｡ SNSはサイバーな関係から参加
者の顔が見えるリアルな関係の領域に越境しつつあるとし,結論として, ｢Wikipe-
dia｣が, ｢Web2.0｣のインターネット文化を最もよく反映したプロジェクトで
あるとしている｡
第2節｢今後の『インターネット上の創作環境』をめぐる課題｣では,インタ
ーネット文化の指標の一つである創作環境についての課題を述べている｡すなわ
ち,各コミュニティやプロジェクトの成果を評価し,全体を体系化して,今後の
方向件を明らかにすることが必要だとするのである｡
以上の第5章においては,本論のまとめと,創作環境に関する補遺が述べられ
ている｡
本論文を全体として見ると,論者の意凶は,現代のインターネット文化を,｢Web
2.0｣という技術的な進化を基底において考察し,その進化によって生まれた主
要なインターネット･コミュニティの発達と問題点を分析して,その現代的意義
を明らかにしようとするものであると考えることができるo斬新な論点であり,
きわめて時宜を得た論であるといえるo
そしてこうした論者の意図は,本論文において,立論のユニークさや,徹底し
た調査と実際の利用体験による論証の赦密さや,先行文献の引用の的確さや,汁
釈･図表の駆使などによって,あざやかに実現されていると見ることができよう｡
結論として,本論文は,学位論文として適正かつ優秀なものであると判断する｡
以上が,審査報告である｡
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